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研究成果の概要 

気候変動下における食糧生産問題の解決に向けて、画期的な作物新品種の開発が求められている。本研究

では、遠縁交雑を抑制する遺伝子を明らかにすることで、パンコムギに多様な自然環境に生育する野生植物

のゲノム（遺伝子群）を効率的に追加する技術を開発する。バラエティに富んだ多品種開発の基盤技術を確

立し、画一的な少数品種による大量生産からの脱却、不測の事態に備えた持続的な食糧資源の開拓を目指

す。 

2024 年度はパンコムギが持つ遠縁交雑を抑制する候補遺伝子の生物学的機能を証明するため

CRISPR/Cas 法によるゲノム編集系統の解析を進めた。パンコムギのゲノム編集は限られた品種のみ適用可

能であるが、供試した品種の野生型は遠縁交雑の成功率が著しく低いことがわかった。さらに候補遺伝

子を機能型でタンデムに重複した形で持つことがゲノム情報から予測された。そのため、候補遺伝子の

複数箇所を標的としたガイド RNA を設計し、ノックアウト個体の取得を試みた。31 系統のトランスジ

ーンが導入された T0世代を作出し、そのうち、16系統で突然変異を確認した。T1世代を栽培し、候補

遺伝子がヌルに分離した個体を選抜し、ライムギとの交雑実験を行った。その結果、野生型と比較して

有意に高い交雑成功率を示すことが認められた。このことから、この候補遺伝子がパンコムギの遠縁交

雑を抑制する機能を有すことが証明された。 

前年度までに作出したパンコムギコアコレクション 192 系統とライムギとの属間雑種について種子が

発芽した系統を栽培し、自然倍加頻度を求めた。さらに、コルヒチン処理による人工倍加頻度について

も検証を行った。ライムギ以外にもコムギ連に属す多様な野生種との交雑実験を進めた。 
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